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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
少
女
の
セ
カ
イ
、
望
ん
だ
モ
ノ
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
７
３
２
Ａ

【
作
者
名
】

　
に
ゃ
ん
こ
（
♀
）

【
あ
ら
す
じ
】

　
“
少
女
”
は
、
恋
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
恋
し
た
“
相
手
”
は
―
―
…
。
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少
女
は
、
恋
を
し
ま
し
た
。

あ
る
１
１
月
、
６
時
過
ぎ
の
こ
と
。

運
命
や
、
必
然
な
ん
て
（
そ
の
時
は
）
重
い
モ
ノ
で
は
な
く
、
凄
く
あ
り
ふ
れ

た
、
偶
然
の
出
来
事
で
し
た
。

適
当
に
変
え
た
、
テ
レ
ビ
に
映
る
彼
を
見
て
、
そ
の
ま
ま
ハ
ー
ト
を
射
抜
か
れ

た
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
は
、
あ
り
ふ
れ
た
恋
の
出
逢
い
。

普
通
に
恋
を
し
た
だ
け
な
の
で
す
が
、
少
女
が
恋
し
た
相
手
は
…
―
―
、

“
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
”
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
少
女
の
恋
の
始
ま
り
で
し
た
。

。
〇
・
゜
。
〇
・
゜
。
〇

少
女
は
彼
に
夢
中
に
な
り
、
も
っ
と
彼
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

カ
タ
チ
は
ど
う
で
あ
れ
、
純
粋
な
恋
な
の
で
す
。

そ
れ
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
。
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。
〇
・
゜
。
〇
・
゜
。
〇

少
女
は
、
い
わ
ゆ
る
“
引
き
こ
も
り
”
で
し
た
。

他
人
と
関
わ
る
の
が
、
極
度
に
苦
手
で
、
表
に
だ
す
感
情
が
薄
か
っ
た
。

そ
れ
に
達
す
る
ま
で
に
、
沢
山
の
哀
し
い
出
来
事
が
少
女
の
感
情
を
削
り
去
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

“
モ
ウ
ダ
レ
モ
シ
ン
ジ
ナ
イ
”

そ
れ
は
、
１
１
歳
の
少
女
が
抱
く
負
の
感
情
を
、
は
る
か
に
越
え
て
い
た
。

彼
は
、
少
女
の
ソ
レ
を
丸
く
、
柔
ら
か
く
し
て
い
く
。

彼
が
く
れ
た
モ
ノ
。

―
―
笑
顔
。

―
―
強
さ
。

沢
山
の
モ
ノ
、
私
の
小
さ
な
心
に
は
、
収
ま
ん
な
い
や
。

そ
れ
で
も
少
女
は
受
け
止
め
た
。

彼
が
く
れ
た
、
沢
山
の
モ
ノ
。

負
の
感
情
と
混
じ
り
、
空
よ
り
綺
麗
な
あ
お
い
ろ
に
な
っ
た
。

毎
日
が
楽
し
く
て
。

毎
日
が
嬉
し
く
て
。
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彼
に
会
え
る
日
が
待
ち
遠
し
く
て
。

彼
に
会
え
な
い
日
が
も
ど
か
し
く
て
。

彼
が
く
れ
た
、
沢
山
の
幸
せ
。

受
け
止
め
た
ら
、
少
し
小
さ
な
つ
ば
さ
が
は
え
た
。

“
自
由
に
翔
べ
よ
！
”

と
、
彼
が
笑
っ
た
。
…
気
が
し
た
。

彼
が
主
役
の
そ
の
ア
ニ
メ
は
、
９
月
、
…
終
わ
り
を
迎
え
た
。

哀
し
く
て
。

苦
し
く
て
。

涙
が
溢
れ
、

少
女
を
苦
し
め
た
。

そ
れ
で
も
少
女
が
頑
張
れ
た
の
は
、
来
年
の
夏
、
映
画
化
す
る
か
ら
だ
っ
た
。

―
―
長
い
、
永
い
、
約
一
年
。

少
女
は
１
３
歳
に
な
っ
て
い
た
。

“
コ
レ
デ
オ
ワ
リ
”

辛
い
現
実
に
、
少
女
は
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

こ
れ
を
見
た
ら
、
彼
と
別
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
…
。

流
れ
続
け
る
時
間
の
中
で
、
私
は
彼
を
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
…
。

そ
れ
で
も
…
彼
に
会
い
た
い
…
。

揺
れ
る
、
ユ
レ
ル
、
そ
の
気
持
ち
。

少
女
が
彼
か
ら
得
た
、
確
か
な
モ
ノ
。
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公
開
終
了
日
。

少
女
は
映
画
館
へ
、
走
っ
た
。

約
一
年
ぶ
り
の
彼
の
姿
。

溢
れ
出
た
、
正
直
で
確
か
な
モ
ノ
。

彼
に
、
届
く
か
な
―
―
？

。
〇
・
゜
。
〇
・
゜
。
〇

あ
れ
か
ら
、
一
年
が
過
ぎ
た
。

案
外
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
見
る
彼
。

人
気
だ
っ
た
か
ら
な
ぁ
…
と
、
思
い
つ
つ
、
ヤ
キ
モ
チ
に
似
た
、
不
思
議
な
感

情
。

少
女
は
わ
り
と
、
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
に
友
達
も
出
来
た
。

彼
が
く
れ
た
、
確
か
な
モ
ノ
。

永
遠
に
褪
せ
ぬ
、
確
か
な
幸
せ
。

胸
に
抱
い
て
、
少
女
は
苦
し
ん
だ
。

少
女
が
望
ん
だ
モ
ノ
は
、
―
―
永
遠
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

少
女
が
望
ん
だ
モ
ノ
は
―
―
…
。
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少
女
の
気
持
ち
は
、
ウ
ソ
モ
ノ
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
へ
の
気
持
ち
の
こ
と
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
友
達
と
楽
し
そ
う
に
笑
う
少
女
は
…
ウ
ソ
モ
ノ
だ
っ
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
彼
が
く
れ
た
、
…
感
情
？

。
〇
・
゜
。
〇
・
゜
。
〇

少
女
は
苦
し
ん
だ
。

眠
れ
な
い
日
も
続
い
た
。

彼
が
く
れ
た
、
…
う
う
ん
。

私
が
作
り
出
し
た
、
ウ
ソ
で
ホ
ン
ト
、
ホ
ン
ト
で
ウ
ソ
な
感
情
。

彼
に
直
接
届
い
た
ら
、
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
？

溢
れ
る
気
持
ち
、
言
葉
に
出
来
な
い
も
ど
か
し
さ
。

そ
う
。
私
は
人
魚
な
ん
だ
。

だ
っ
た
ら
、
迷
い
な
ん
て
な
い
。

カ
レ
ト
ム
ス
バ
レ
ナ
イ
ノ
ナ
ラ
。

―
―
彼
を
…
殺
す
？

―
―
泡
に
な
り
…
消
え
る
？
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少
女
が
択
ん
だ
の
は
―
―
…

。
〇
・
゜
。
〇
・
゜
。
〇

少
女
は
、
泡
に
な
っ
た
。

少
女
の
セ
カ
イ
、
望
ん
だ
モ
ノ
。

変
わ
る
こ
と
の
な
い
、
ア
イ
。

叶
わ
ぬ
恋
は
、
変
わ
ら
な
い
想
い
と
共
に
、
泡
に
な
っ
た
。

彼
は
、
そ
ん
な
こ
と
、
望
ま
な
い
。

少
女
が
知
っ
て
い
る
彼
は
、
そ
ん
な
ヒ
ト
。

自
分
が
犠
牲
に
な
っ
て
も
、
誰
か
を
助
け
る
、
優
し
い
ヒ
ト
。

少
女
は
、
そ
ん
な
彼
が
、

―
―
心
か
ら
好
き
で
し
た
。

お
わ
り
。
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（
後
書
き
）

多
分
、
恋
愛
…
だ
と
思
い
ま
す
。
重
く
て
す
い
ま
せ
ん
…
。
半
分
く
ら
い
は
ホ

ン
ト
で
す
ね
（
汗
）
こ
ん
な
未
熟
者
の
小
説
で
、
“
何
か
”
を
得
て
頂
け
た
ら

幸
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

少女のセカイ、望んだモノ。
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